








































く綴られている。私が最も注目したのが、「日吉村鍵山では、旧 7 月 19 日の、医王寺で行
なわれる「大日さん相撲」や、同月 24 日の「地蔵相撲」など、仏への奉納相撲が盛大に
行なわれた。後者は今では「武左衛門相撲」とよばれ、百姓一揆の頭目であったという武
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資料 2．旧日吉村における武左衛門顕彰事業・奉納相撲関係年表 









                      















              愛媛県北宇和鬼北町下鍵山在住 
              1931 (昭和 6) 年生れ 




















































































































































































 ――今の武左衛門の広場に屋根のついた地蔵堂がありますよね。あれは昭和 10 年建立







































で 7 月 24 日、いまは 8 月の 24 日
ですよね。 





































































な か じ ま
福吉








































とになった。昔は消防もやりよったが、消防もなくなって、1 年か 2 年かくらいで。」 






































































――小五人とうたら、小中大で各 5 人ずついるわけですか？ 
「うん。」 












































































              愛媛県北宇和郡鬼北町下鍵山在住 
              1935（昭和 10）年 10 月生まれ 


































































































































































――商工会青年部は 5 年やった？ 
 「4，5 年はやりよりよったな。はっきり憶えてない。」 
――青年団が衰退したのは、昭和 30 年ころ？ 










































 「三役相撲いうのは、東からと、西からと、相撲取りを 3 人やな。出して、東が勧進元、
勧進元というのは地元。で、西から出して、だいたい相撲がついくらいに取れる人が、3
人出して、取らしよったんよな。」 











































































































































           愛媛県北宇和郡鬼北町下鍵山在住 
           1943（昭和 18）年生まれ 










































































































































「もう 40 年くらい前じゃろうか。私が昭和 18 年生れです。で、昭和 10 年にここ全部
28 
 






























































































































              愛媛県北宇和郡鬼北町上鍵山在住 
              1936（昭和 11）年 12 月 4 日生まれ 










1 部落に 30 人から 40 人、青年団がお
った。全部、炊き出しでなあ。応援も






































































































































































































































































































              愛媛県北宇和郡鬼北町日向谷在住 
              1932（昭和 7）年生まれ 









































































































































































































































































































































          愛媛県北宇和鬼北町下鍵山在住 
          1941（昭和 16）年生れ 

































し ろ か わ
AとかAE梼原E





















 「昭和 10 年が本当だろうと思います。
というのは、昭和 10 年 6 月 27 日に下鍵山で大火事があったんです。この部落の半分が焼
けた。で、六地蔵さまというのは、町中の焼けたところにあったんです。焼けたあとに武
左衛門広場に移転したと思いますので、武左衛門広場で相撲を取るようになるのは、昭和







 「一番の最初は、そう。それから途中で、現在の国道の 4 つ角、交差点の少し向こうの
橋の袂の所に移されていた。そこも火災にあったんだと思います。」 
 ――というと、昭和 10 年説が正しいということになりますね。 
 「ええ。」 
 ――だとすれば、武左衛門相撲という名称が登場するのもこの頃、ということになる。 







相撲ということで、毎年 8 月 24 日に、旧







 ――武左衛門相撲と義民伝承とのつながりについては、昭和 10 年以降ということにな
りますか？ 
 「相撲とのかかわりは、そうですね。昭和 10 年以降ということになりますね。」 
 ――それ以前には武左衛門の法要などとのかかわりは、一切なかった？ 































 「直接は関係ないですね。六地蔵の場合は 8 月 24 日に、これも施食会をやりますから
ね。念仏で法要をして、そのあと相撲大会があるということです。」 


















武左衛門相撲と言っていましたから。昭和 30 年くらいですからね。」 
 ――ああ、そうですか。じゃあ、義民伝承と地相撲が結びついたのは、広場に六地蔵が









































































































































































 「そうです。三六三四制が発足した昭和 23 年が小学校 1 年です。」 











































































































1890年(明 23） 旧 5ヵ村を合併して日吉村が成立。23歳の井谷正命を村長に選任。 
1897年(明 30） この頃、上大野村と父野川下村の境にある勝山城跡を小公園に整地。琴平宮





1906年(明 39) 私立日吉実業学校開設（校長井谷正命、～1915年まで）。 
1909年(明 42) 村内の神社を合祀して村社 5社にする。 
1912年(大 1） 勝山城跡の琴平宮と武左衛門様の社殿､氏神に合祀され空家に｡のち崩壊。 
1913年(大 2） 宇和島～日吉間に車道が開通。 
1917年(大 6） 下鍵山の氏神・大山祇神社を下山の森から市街地に続く山麓の小高い広場に
遷宮。翌年、日吉神社と改称。   
1919年(大 8) 井谷正命、各市町村の有志を説き「済世救民武左衛門翁及同志者碑」制作。 
1922年(大 11） 井谷正吉、「明星ヶ丘我等が村」建設。四国初のメーデーを開催。 






1928年(昭 3） 高研トンネル竣工。宇和島・日吉・須崎（高知県）間の道路が開通。 
1934年(昭 9） 10月、井谷正命死去。同月に村葬を執行。 
1935年(昭 10） 下鍵山大火。商店街の大半を焼失（家屋 67戸、罹災者 179人）。 














1955年(昭 30） 村議会の議決により、井谷正命の公徳碑を建立。 
  この年、日吉村で盆踊り復活。大正初年まで伝承されていた、一揆衆の帰還
を歓迎する盆踊のくどき「帰村｣も再興。   




対抗相撲でお茶をにごす程度になる。   
1961年(昭 36） 慰霊塔（忠魂碑）を武左衛門広場に建立。 
1966年(昭 41） 日吉村中央公民館、設立。 
1970年(昭 45） 過疎進行地域指定を受ける。 
1976年(昭 51） 村長に河野幸男氏選任（在任期間：1976～1980年）。 
1981年(昭 56） 武左衛門一揆を記録した「庫外禁止録」（井谷正命写本）を井谷家で発見。 
1983年(昭 58） 井谷正吉翁顕彰会、井谷正命の公徳碑の横に「明星ケ丘」の碑を建立。 
  日吉村体育協会、設立。 
1985年(昭 60) 第 1回「武左衛門ふる里まつり」開催。人づくりによる村の活性化と武左衛
門の顕彰をめざす。 








1990年(平 2） 生活文化若者塾｢一希を起こす会｣設立。武左衛門広場に古民家復元。 
1991年(平 3) 第 7回「日吉村ふる里まつり｣開催。 
・主催＝実行委員会・日吉村公民館。仮装行列、盆踊り大会、綱引、武左衛




1994年(平 6) 日吉夢産地（道の駅）オープン。第 2回「武左衛門一揆の道」実施。 
1995年(平 7) 「武左衛門一揆記念館」完成。教育委員会、『庫外禁止録』を発刊。 
1998年(平 10) 武左衛門堂落成。第 2回「全国義民サミット」を日吉村で開催。 
2002年(平 14） 六地蔵奉納相撲大会、平成 14 年度社会体育事業に指定さる。 
2005年(平 17) 日吉村閉村、鬼北町誕生。 










































































し も か ぎ や ま
A、AE上鍵山E






村が誕生するのは、1890（明治 23）年 4 月のことであった。2001（平成 13）年の旧日吉
村の面積は、89 平方キロメートル。人口 1 万 9 千。世帯数 725。総面積の 87 パーセント
が山林で、耕地は田 1％、畑 2％にすぎない。典型的な峡谷型の山村で、農外所得に依存
する小規模農業が経営の主流をなす。昭和 30 年代の半ばを境に、過疎化の道を歩んだ。
2002（平成 14）年 1 月に広見町と合併し、鬼北町となる。（以上、「日吉村勢要覧」2002






村域を訪れたのは、2011（平成 23) 年 7 月のことであった。翌年 9 月、再び日吉を訪れ、
あわせて 6 名の方々にインタビューを行なった。 
















とする旧日吉村の奉納相撲の起源、武左衛門信仰と奉納相撲の関係、8 月 24 日の取り組み
の概要、時代とともに変化する観衆の様子など、貴重な逸話を知ることができた。本冊子
に収めた「地相撲に託す人びとの願い：六地蔵と武左衛門への奉納」は、2011 （平成 23）
年 8 月 23 日に行ったインタビューの内容である。 
 3 番目のインフォーマントは、上鍵山在住の山口孝さんで、1936 (昭和 11)年 12 月生ま










 4 人目のインフォーマント・山本喜久夫さんは、1935（昭和 10）年 10 月生まれで、76











5 人目のインフォーマント・山本A E决 E
さだむ













ラストを飾るインフォーマントは、宮本幸孝さん。1932 (昭和 7) 年生まれの 78 歳。高
知県境にそびえるAE高研山E






















になるのだが、梅の屋の女将（大森十四香）さんから聴いた次の言葉（2011 年 8 月 23 日）
を書きとどめておきたい。 
「子どもの頃、男の子も、女の子も、盂蘭盆の奉納相撲が楽しみだった。屋台や出店が
出て、親戚の人が泊まりに来て、8 月 24 日は夏休みが終わる直前だったが、宿題もせずに
相撲を見に行った。相撲が楽しいのではなく、小遣いと遊び、祭りが楽しかった。」 
最後に、日吉公民館主事・山本AE雄大E
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